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新型コロナワクチン接種 

９月１４日以降集団接種予約が常時可能になりました 
 

 このことについて、その内容は、別添資料のとおりです。 
 



令和３年９月２２日

新型コロナワクチン接種

９月１４日以降集団接種予約が常時可能になりました



１回目 ２回目 予約可能残数※９月２１日時点

９月２５日（土） １０月２３日（土） ０００人

９月２６日（日） １０月２４日（日） ０００人

１０月２日（土） １０月３０日（土） ２２７人

１０月３日（日） １０月３１日（日） ４９７人

１０月９日（土） １１月６日（土） ５２９人

１０月１０日（日） １１月７日（日） ５９４人

合計 １,８４７人（定員４,２００人）

最短予約可能日 １０月２日（土）

三重県による集団接種の予約状況

会 場 ツッキードーム （ボートレース津）

三重県による武田／モデルナワクチン集団接種（ツッキードーム会場）の予約が
９月１７日に開始されました。比較的早い日程で接種予約が可能です。



集団接種会場の予約状況

会 場 日 程 ※１・２回目セット 予約可能残数

津センターパレス 10月２日（土）
10月９日（土）
10月16日（土）

0人
146人
325人

計471人

久居インターガーデン 10月２日（土）
10月９日（土）
10月16日（土）

0人
0人

161人

計161人

最短予約可能日 10月９日（土） 合計 632人

９月１０日正午から、三重中央医療センター会場における１２歳以上の小・中学生、
高校生への優先接種の予約を受け付けたところ、９月１１日午前８時４０分頃すべて
の予約枠が埋まりました。

小・中・高校生向け優先接種について

※キャンセルがあった場合は予約可能です。

10月から接種枠を拡大した土曜日18時～21時枠（1,800人分）の予約受付を
９月14日から開始しました。９月21日時点の予約状況です



うち予約受付中 ５０

• かかりつけ患者のみ接種 ６６

• かかりつけ患者以外もＯＫ ６９

うち予約受付中 ５８

接種協力医療機関の合計 １３５

接種協力医療機数（９月２１日時点）

現在予約受付中の医療機関数

１０８／１３５

接種協力医療機関も引き続き予約可能です

９月に接種枠のある
医療機関数

１３／１３５

１０月に接種枠のある
医療機関数

７３／１３５
※次ページに一覧



９月中に接種枠のある接種協力医療機関（９月２１日時点）

それぞれの予約方法は接種協力医療機関一覧からご確認ください

…かかりつけ患者以外の人も対象の医療機関

接種協力医療
機関一覧

…１２～１５歳の人も接種できる医療機関

医療機関名

1 アルカディア

2 伊勢谷医院

3 イタミ内科・整形外科

4 いとう内科胃腸科

5 岩尾こどもクリニック

6 きのここどもクリニック

7 白塚いけだクリニック

8 たかはし内科

9 たにクリニック

10 ひさい脳神経外科クリニック

11
ベタニヤ内科・神経内科
クリニック

12 まきのクリニック

13 みえ消化器内科



…かかりつけ患者以外の人も対象の
医療機関

…12～15歳の人も接種できる医療
機関

１０月中に接種枠のある接種協力医療機関（９月２１日時点）

接種協力医療
機関一覧

医療機関名

1 赤塚クリニック

2 熱田小児科クリニック

3 安濃中央クリニック

4 天野医院

5 アルカディア

6 いぐち内科・消化器内科クリニック

7 伊勢谷医院

8 イタミ内科・整形外科

9 いとう内科胃腸科

10 岩尾こどもクリニック

11 大川耳鼻咽喉科

12
おおにし呼吸器・糖尿病内科
呼春の森診療所

13 奥田医院

14 カサデマドレクリニック

15 加藤医院

16 かわいクリニック

17 川浪内科

18 きのここどもクリニック

19 草川医院

20 倉本内科病院

21 小西ヒフ科医院

22 小渕医院

23 駒田医院

24 坂倉内科医院

25 坂の上クリニック

26 さの整形外科クリニック

27 白塚いけだクリニック

28 白塚診療所

29 新町整形外科診療所

30 セントローズクリニック

31 大門病院

32 高野尾クリニック

33 たかはし内科

34 たけうち内科クリニック

35 たじま泌尿器科皮フ科

36 タナハシ医院

37 たにクリニック

38 千里クリニック

39 つおき高橋クリニック

40 津さくらばしクリニック

41 津田クリニック

42 津ファミリークリニック

43 津みなみクリニック

44 寺田医院

45 寺西胃腸科内科クリニック

46 東海眼科

47 なかせ内科胃腸科

48 中浜胃腸科・外科

49 にしかわ小児科

50 西出医院

51 ひおきクリニック

52 ひさい脳神経外科クリニック

53 フェニックス健診クリニック

54 福喜多眼科

55 ふじおかクリニック

56 ふじた耳鼻咽喉科

57 二神クリニック

58 まきのクリニック

59 ますだこどもクリニック

60 まつしまクリニック

61 三重県健康管理事業センター

62 三重県立一志病院

63 みどりクリニック

64 緑の街医院

65 やまかみ内科クリニック

66 やましろ小児科

67 山本クリニック

68 やまもと総合診療クリニック

69 ゆうあいクリニック

70 ゆう心のクリニック

71 ゆり形成内科整形

72 吉田クリニック

73 渡部クリニック



津市のワクチン接種実績と供給状況について①

12日
高齢者
接種開始

４月 ５月 ６月 ７月

13日
高齢者
集団接種開始
・津センターパレス
・イオンモール津南
・久居インターガーデン
2,448回／週

24日
高齢者
個別接種開始
125の病院・クリニック

8日～7月31日
独居・老老世帯
送迎付き接種
受付開始

19日～7月31日
三重県大規模
接種（三重大学）
5,000人

21日～7月28日
三重中央医療センター
集団接種特設会場
1,800人

25日～7月30日
一志病院
巡回型集団接種
180人

18日～
高齢者施設等
従事者
一般接種受付開始

4日～31日
美杉総合支所
巡回型集団接種
300人

1日
一般接種
（16－64歳）
接種券発送

2日
基礎疾患を有する人
接種予約開始

1日
集団接種会場で
歯科医師による
接種開始

15日
集団接種枠拡大
2,832回／週

16日
一般接種
（60－64歳）
予約開始

17日～8月29日
子どもと接する従事者
（教育・こども・子育て支援）
優先接種
3,486人

20日
一般接種
（55－59歳）
予約開始

21日
一般接種
（12－15歳）
接種券発送

28日
一般接種
（50－54歳）
予約開始

8,000回／週 12,000回／週 15,000回／週 18,000回／週

週当たりの接種実績

週当たりのワクチン供給

クール 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

回数 975 0 0 3,900 21,060 23,985 15,210 21,060 9,360 10,530

赤字…津市独自

自治体希望量に基づく配分 ワクチン不足



津市のワクチン接種実績と供給状況について②
８月 ９月 10月

25日～11月7日
三重県による
武田／モデルナワクチン
大規模接種
（ツッキードーム）
4,200人

18日～10月16日
妊婦と夫・パートナー
優先接種
（三重中央医療センター）
425人

2日～
集団接種会場
木・日曜日18時まで
土曜日21時まで
接種時間延長
3,678回／週

週当たりの接種実績

週当たりのワクチン供給

クール 11 12 13 14 15

回数 14,625 12,870 12,870 16,965 18,135

赤字…津市独自

2日
一般接種
（45－49歳）
予約開始

6日
一般接種
（30－44歳）
予約開始

25日
一般接種
（12－29歳）
予約開始

18日～10月16日
小・中・高校生向け
優先接種
（三重中央医療センター）
1,375人

人口比例配分
予約状況・接種計画
に基づく配分

15,000回／週 16,000回／週 （予定） 16,500回／週 （予定）

11月

ワクチン不足



予約状況と今後の接種計画

これまで供給を受けた住民向けワクチン量（ファイザー）

４／５～１０／１０ ３１１箱（３６万２,１１５回分）

ワクチン接種計画

接種率９０％とした場合 ２万９,６２０回必要

１０／１１～１１月末の接種予定 合計６万３,５５３回

ワクチン予約状況
（１,６８７回分不足）

集団接種 １万９,００７回
個別接種（推定） ４万４,５４６回

※三重県はワクチン配分率が80％に至り、追加配分を希
望する市町に対しては、予約状況や接種計画に応じて融
通等を行うとしている。 接種率９０％とした場合の必要量 ２５.３箱

住民向けワクチンの接種状況 合計３０万０,２４９回

９／１９までの接種数（推定） ２５万９,８６５回

９／２０～１０／１０の
接種数（推定）

集団接種 １万１,８０４回
個別接種 ２万８,５８０回

合計３６万３,８０２回 接種率７２％

住民接種以外の接種数

モデルナ接種数
（職域接種など）

医療従事者接種数

３万３,５２９回 ２万６,３６９回

合計５万９,８９８回

合計４２万３,７００回
接種率８４％

合計４５万３,３２０回

接種率９０％

※接種率は接種券を送付した人口251,844人
（50万3,688回分）から算出
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接種日ごとのワクチン接種者数の推移（９月２１日時点ＶＲＳより）

 全体の接種率は接種券を送付した人口２５１,８４４人から算出
 高齢者の接種率は６５歳以上の人口８４,９６３人から算出
 全体接種回数の内訳：個別接種２１万５,０５６回 集団接種５万４,９６０回 三重大学接種会場５,６０４回

市外接種６,３０７回 職域接種２２,０３２回 東京・大阪大規模接種会場１９５回

１回目接種
２回目接種

６５歳以上高齢者から
ワクチン接種開始

集団接種開始

個別接種開始 高齢者施設等の
従事者接種開始

基礎疾患を有する
人の接種開始

６４歳以下年齢別
接種の予約開始

万 全世代の接種
予約が可能に１回目接種回数

１６万９,５２３回
１回目接種率

６７.３％
２回目接種回数

１３万４,６３１回
２回目接種率

５３.５％

６５歳以上の高齢者

１回目接種回数

７万５,５０３回
１回目接種率

８８.９％
２回目接種回数

７万４,００１回
２回目接種率

８７.１％

全体



相談窓口など

予約先

【集団接種】
 津市新型コロナワクチン接種予約・相談電話窓口（コールセンター）

ＴＥＬ：０５７０-０５９５６７
 津市新型コロナワクチン接種予約サイト
【接種協力医療機関での個別接種】
 各医療機関に予約

国・県の
問い合わせ先

 ワクチン接種前後の副反応に関する質問・相談 新型コロナウ
イルスワクチン副反応相談窓口 ＴＥＬ：０５９-２２４-３３２６

 ワクチン接種に関する質問・相談 みえ新型コロナウイルスワク
チン接種ホットライン ＴＥＬ：０５９-２２４-２８２５

 ワクチンの有効性・安全性など制度全般 厚生労働省新型コロ
ナワクチンコールセンター ＴＥＬ：０１２０-７６１７７０

 医療機関の接種予約状況など総合案内サイト
コロナワクチンナビ

接種協力医療機関一覧

コロナワクチンナビ

津市接種予約サイト



問い合わせ

健康福祉部
新型コロナウイルスワクチン接種推進室
〒514-8611 津市西丸之内23番1号
ＴＥＬ：059-229-3353
ＦＡＸ：059-229-3346



 

定例記者会見 令和３年９月２２日(水)１１時～ 

場 所 庁議室 

事 務 担 当 課 

所   属 職・氏 名 

総務部 人事課 

（電話０５９－２２９－３１０６） 

総務部人事担当参事 

(兼)人事課長 

松田 孝行 

 

新型コロナワクチン接種業務推進体制を強化します  
 

 

 このことについて、その内容は、別添資料のとおりです。 
 



新型コロナワクチン接種業務
推進体制を強化します

令和３年９月２２日



ワクチン接種業務推進体制強化の必要性

必要性
①

市人口の約半数がワクチン接種を終え、“更に接種率を高める”必要性
よりきめ細かな
接種促進策を展開

接種したくても接種できない人に“確実に接種を受けていただく”
ことが必要

必要性
②

精緻な接種計画に基づく“確実なワクチン獲得”の必要性
【R3.5～6】
希望量に
基づき配分

【R3.7～8 前半】
ワクチンの不足

【R3.8 後半～9】
人口比例に
基づき配分

【R3.10～】
予約状況・接種計画を確認して融通

必要性
③

未接種者が迅速かつ確実に接種できるよう“より丁寧な要望”が必要

医師会、薬剤師会等、“医療従事者との綿密な協議”の必要性
個別接種

集団接種

病院・クリニックの様々な事情（健診、インフルエンザ予防接種など）

準備事務、体制整備などを含む、的確な会場運営のための綿密な協議

必要性
④

３回目接種の検討が国で始まる 当面の“接種体制の維持”の必要性

３回目の“ブースター接種に向けた準備体制”を迅速に整えることが必要



兼任職員であった部次長級の担当参事及び担当参事（兼）室長

①

②

ワクチン接種業務推進体制の強化

10月以降のワクチン接種を加速化させるため、10月
1日付けで、ワクチン接種業務推進体制を強化します

専任職員の担当参事及び担当参事（兼）室長へ

現在20名体制の新型コロナウイルスワクチン接種推進室

4名増員し、24名体制へ
国体・障害者スポーツ大会推進局から専任の担当主幹1名、担当副主幹1名、担当職
員3名の計5名を配置 ※防災担当を兼務する課長級の担当副参事は、久居総合支
所地域振興課危機管理担当副参事に専任するため兼務解除



ワクチン接種業務推進新体制

【担当副参事・職員】

15名

【部長級】
健康医療担当理事

これまで
20名 体制【業務応援】 2名

兼任職員
17名

専任職員
3名

【担当職員】
14名

【部長級】
健康医療担当理事

新体制
24名 体制

【業務応援】 2名

兼任職員
14名

専任職員

10名

新型コロナウイルス
ワクチン接種推進室

【部次長級】
新型コロナウイルスワクチン接種
推進担当参事

【部次長級】
新型コロナウイルスワクチン接種
推進担当参事（兼）室長

新型コロナウイルス
ワクチン接種推進室

【担当職員】

3名
（うち担当主幹1名、
担当副主幹1名）

【担当職員】
8名

（うち担当主幹2名、
担当副主幹2名）

【部次長級】
地域包括ケア推進担当参事（兼）地
域包括ケア推進室長・新型コロナウイ
ルスワクチン接種推進担当参事

【部次長級】
市民部次長（兼）新型コロナウイルス
ワクチン接種推進担当参事・室長

７名増

：専任職員
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定例記者会見 令和３年９月２２日（水）１１時～ 

場 所 庁議室 

事 務 担 当 課 

所   属 職・氏 名 

都市計画部 都市政策課 

（電話０５９－２２９－３２９０） 

都市政策担当参事 
（兼）都市政策課長 

草深 寿雄 

 
新しい生活様式に対応した空き家・移住対策 

令和３年１０月１日リニューアル 

津市空き家情報バンク 

 
 このことについて、その内容は、別添資料のとおりです。 
 



1令和３年９月２２日

令和３年１０月１日 リニューアル

津市空き家情報バンク

新しい生活様式に対応した空き家・移住対策



津市空き家情報バンクとは

平成29年度：6件、平成30年度：15件
令和元年度：18件、令和2年度：38件
令和3年度(8月末現在)：20件

平成２９年から市内全地域の空き家を対象に津市空き家情報バンクの運用を開始。
市内の空き家の有効活用を図るため、空き家の売却や賃貸を希望する所有者の情報
を登録し、空き家の利用を希望する人へ、その情報を提供しています。

津市空き家
情報バンク

空き家
所有者

空き家
利用
希望者

物件登録

交渉・契約

利用登録

交渉・契約

間接交渉
仲介業者に依頼

直接交渉
当事者間

利用登録すると
物件の詳細情報
を入手可能

物件登録すると
物件の情報を空家
情報バンクで公開

内覧申込件数 市内 県内 県外 合計

令和元年度 74 30 25 129

令和2年度 59 65 37 161

令和3年度(8月末) 32 20 12 64

成約件数

※市は契約等には関与しません



新型コロナウイルス感染症による課題新型コロナウイルス感染症拡大による課題

窓口の相談や空き家内覧における接触機会の軽減へ

新型コロナウイルス感染症拡大に伴い、津市空き家情報バンクの運用方法の見直しが必要

空き家情報バンクの利用登録をオンラインで申込可能

空き家見学会の開催方法の見直し

物件イメージの分かりやすい情報発信・機能の拡充

新型コロナウイルス感染症拡大防止の観点から

コロナ禍において空き家物件や移住物件を探す機会の増大

遠方から市役所の窓口へ行きにくい、現地での物件内覧に制限 など



利用登録申込

リニューアル
内容

デジタル

空家見学会

パノラマ内見

お気に入り登録

検索機能の充実

空き家見学会の開催方法もリニューアル

津市空き家情報バンクのリニューアル

申込書
（窓口、郵送など）

申込フォーム

（オンライン手続
き）

空き家情報バンクの登録物件の動画配信を行います。

自宅にいながらパソコンやタブレットで気軽に参加できます。

申込書
（窓口、郵送など）



空き家を買いたい借りたい人は利用登録申込が必要です。

利用登録の申込みがオンラインで可能

従来

従来の申込方法に加えてオンライン申請が可能になります。

空き家情報バンクのご利用（買いたい・借りたい方）は、利用登録が必要です。
利用登録は申込フォーム（Ｗｅｂ手続き）または申込書（窓口、郵送など）
ボタンより登録をお願いします。

申込フォーム
（Ｗｅｂ手続き）

申込書
（窓口、郵送など）

改修後

窓口、郵送のみでの受付
登録まで時間を要していた 自宅などから手軽に登録可能に！

オンライン上で
申込フォームへ
入力するだけで
登録可能

県内初

専用の申請書で
必要事項を記載

窓口もしくは申請書ダウンロード



空き家情報バンクの機能拡充

パノラマ内見

物件の写真を360度カメラで撮影した

画像で閲覧できるようになります。

物件室内イメージがよりわかりやすく。

検索機能の充実

新規物件の掲載

これまでは不定期更新
※アクセスした時には既に売却済、
人気物件はすぐ交渉中、いつアクセ
スしたら良いかわからない。などの声

更新は毎週月曜日へ統一

物件の所在地域や築年数等に加え

募集中の物件やパノラマ内見などの

詳細な条件検索が可能になります。

エリア

交渉中募集中

パノラマ
内見

お気に入り登録

気になる物件や覚えておきたい物件を

お気入り登録できるようになります。

お気入り物件へすぐアクセス可能に。



デジタル空き家見学会の開催について

令和４年１月に開催予定！
YouTubeチャンネルにて配信・参加希望者に専用URL配布

バス移動のため定員制で少人数での見学会となっていた。

時間的な制約から離れた地域の様々な物件を見学できなかった。

これまでバスツアーにて空き家見学会開催

動画配信によるデジタル空き家見学会開催

※参加(見学)には空き家情報バンクへの利用登録が必要です

参加希望者の全員が見学会に参加できる

都合が良い自由な時間に参加(見学)が可能

自宅などからタブレット等で気軽に参加

様々な地域のバラエティに富んだ物件を配信

県内初



登録していただける物件を募集しています

津市都市計画部都市政策課
〒514-8611 津市西丸之内23番１号
電話番号 059-229-3290
ファクス 059-229-3336
E-Mail 229-3177@city.tsu.lg.jp

問い合わせ先

登録物件数 （件）

平成30年度
（Ｈ31年3月末）

令和元年度
（Ｒ2年3月末）

令和2年度
（Ｒ3年3月末）

令和3年度
（8月末）

39 65 38 32

成約物件数 （件）

平成30年度 令和元年度 令和2年度
令和3年度
（8月末）

15 18 38 20

空き家バンク掲載物件数

３２件（8月末現在）

津市空き家情報
バンクＱＲコード市内に空き家をお持ちの

人で賃貸・売却を希望され
る場合は、ぜひご登録くだ
さい。
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事 務 担 当 課 

所   属 職・氏 名 

政策財務部 秘書課 
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津市自治会問題対策推進会議の結果報告 

津市自治会問題への対応および今後の取組方針 

 
 このことについて、その内容は、別添資料のとおりです。 
 



津市自治会問題への対応
および今後の取組方針

令和３年９月２２日

津市自治会問題対策推進会議の結果報告



①補助金の返還請求
②業務委託の損害賠償請求

③職員の処分

津市自治会問題対策推進会議の設置

課題解決の取り組み

体制強化の取り組み

④（仮称）津市行政の公正公平の確保に関する条例の制定
⑤補助金審査・交付手続きの見直し

⑥建築施設等の少額修繕の見直し
⑦公園管理委託の見直し
⑧工事業者の地元調整のルール化

⑨地元住民の期待に応え、地域社会に貢献するための
施設（隣保館など）における職員の業務のあり方を見直し

自治会問題への対応事項を
９項目に分類。７月～８月で
集中して検討

８月末までに３０回開催



①補助金の返還請求

課題解決の取り組み １

●14,435,816円を請求、12,170,633円が返納

✓（１）～（４）は返還請求し、遅延損害金とともに返納済
✓（５）は支払督促に対する異議申立があり、訴訟手続き
に移行した

（１）ごみ一時集積所設置等事業補助金
（２）防犯灯設置補助金
（３）自治会掲示板設置補助金
（４）集会所建築等補助金
（５）商業振興事業補助金



②業務委託の損害賠償請求

課題解決の取り組み ２

●35,070,041円を請求

（１）資源物持ち去り行為防止パトロール業務
（２）相生町公園清掃及び管理業務

✓支払督促に対する異議申立があり、
訴訟手続きに移行した



③職員の処分

課題解決の取り組み ３

●関係職員からの顛末書の提出（弁明を含む）

●津市職員処分審査委員会において審査中

✓１０月中に処分・公表を行う



体制強化の取り組み １

●８月１０日津市議会協議会で条例案を説明

●８月１１日から９月１０日まで条例案に関する
パブリックコメントを実施

✓ご意見を踏まえ、条例案に必要な修正を加え、
令和３年第４回津市議会定例会に提出

④(仮称）津市行政の公正公平の確保に関する条例



⑤補助金審査・交付手続きの見直し

体制強化の取り組み ２

●補助金交付に係るチェックシートの作成と職員
研修の実施

●補助金事務の決裁ラインとは別の「審査担当」
が関係書類を確認

✓令和４年度から各部に「審査担当（担当主幹級）」を置く



⑥建築施設等の少額修繕の見直し

体制強化の取り組み ３

●修繕執行、見積依頼、契約締結、完了報告の
各段階における文書決裁の徹底

●仕様書の作成や履行確認について、全庁横断的に
技師に相談できる体制を構築

●発注状況を毎月、調達契約課に報告し、受注業者
の偏在や随意契約の運用状況をチェック

✓業者選定指針や検査マニュアルなどを速やかに策定し、周知・徹底
✓令和４年度から財産管理課に「技術支援チーム」を設置



⑦公園管理委託の見直し

体制強化の取り組み ４

●業務実施時期や業務報告の内容を明記した
仕様書への見直し

●写真の提出による履行確認の徹底

✓令和３年度は職員が現地に出向いて履行確認
✓令和４年度の委託契約から写真提出による履行確認



⑧工事業者の地元調整のルール化

体制強化の取り組み ５

●地元調整の進め方をルール化し、不当要求行
為等への対応も含め特記仕様書に追加

●発注者・受注者の責によらず契約を合意解除
した場合、ペナルティがないことを明確化

●地元の協力が得られず解決の見込みがない場
合、その地域の公共工事を原則発注しない

✓令和３年１０月下旬の工事発注分から適用



体制強化の取り組み ６

●隣保館や児童館、教育集会所の設置目的に
合致しない業務および過剰なサービスを廃止

●本来の業務に立ち返り、職員配置等を見直し

⑨地元住民の期待に応え、地域社会に貢献する
ための施設における職員の業務のあり方を見直し

✓令和４年度からの各施設の人員配置、本庁の課室体制
を見直し
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津市自治会問題への対応および今後の取組方針について 

（津市自治会問題対策推進会議の結果報告） 

 

津市自治会問題対策推進会議   

 

１ 津市自治会問題への対応事項 

津市自治会問題について、対応すべき事項を２つのカテゴリー９項目に分類しました。 

１つ目のカテゴリーは、「自治会問題における課題解決」に関することの３項目で、津

市が刑事告訴や民事での損害賠償請求に至った事案と職員の処分について、課題解決に

向けて対処するものです。 

２つ目のカテゴリーは、「再発防止等に向けた体制強化」に関することの６項目で、課

題・問題点について、津市役所が組織体制の強化を図り、適切な再発防止策を構築する

ものです。 

（１）「自治会問題における課題解決」に関すること 

① 補助金の返還請求 

② 業務委託の損害賠償請求 

③ 職員の処分 

（２）「再発防止等に向けた体制強化」に関すること 

④ （仮称）津市行政の公正公平の確保に関する条例の制定 

⑤ 補助金審査・交付手続きの見直し 

⑥ 建築施設等の少額修繕の見直し 

⑦ 公園管理委託の見直し 

⑧ 工事業者の地元調整のルール化 

⑨ 地域住民の期待に応え、地域社会に貢献するための施設における職員の業務の 

あり方の見直し 

 

 

２ 津市自治会問題対策推進会議の設置 

上記１の対応すべき事項には、複数の部局をまたいだ事案があり、多くの検討を同時

かつ横断的に、スピード感をもって進める必要があるため、「津市自治会問題対策推進会

議（以下、「会議」といいます。）」を設置し、市長の責任において進行管理を行いながら、

令和３年７月、８月の２か月間で３０回の会議を開催しました。 

なお、「職員の処分」と「（仮称）津市行政の公正公平の確保に関する条例の策定」に

ついては、それぞれ所管する総務部、内部統制室と別途、この会議以外の形式で協議を

行っています。 

※津市自治会問題対策推進会議の設置について（別紙参照） 

※令和３年第２回津市議会定例会における市長閉会挨拶（同年７月１日） 
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「特定の自治会問題につきましては、自身の給料を全額返上する７月、８月の２か月間

を不当な要求に対する機構的な備えをつくり、公正公平な職務を遂行する組織体制の強

化を図る期間として、集中的に取り組んでまいります」と発言。 

 

 

３ 会議での検討および検討結果を踏まえた対処 

（１）「自治会問題における課題解決」に関すること 

① 補助金の返還請求について 

元相生町自治会長（以下、「元自治会長」といいます。）」に関わる補助金について

は、不法行為や不正な手段により補助金の交付を受けていたことが確認できたため、

告訴の有無にかかわらず相生町自治会への返還請求または元自治会長への損害賠償

請求を行いました。 

返還請求等の対象としたものは、ごみ一時集積所設置等事業補助金、防犯灯設置

補助金、自治会掲示板設置補助金、集会所建築等補助金および商業振興事業補助金

（商店街等活性化推進事業）であり、返還（賠償）請求額11,635,375円に遅延損害

金 2,800,441 円（商業振興事業補助金は令和３年９月 1 日時点の算出額）を加えた

14,435,816円の返還請求等を行いました。 

このうち、商業振興事業補助金を除く各補助金は、津市補助金等交付規則第１５

条第１項第１号の取消事由（偽りその他不正な手段により補助金の交付を受けたと

き）に該当すると判断したもので、詐取した元自治会長から損害賠償金および遅延

損害金として12,170,633円が支払われました。 

また、商業振興事業補助金は、実体上存在しない「津市中心街商業振興会」なる団

体を、あたかも存在するかのように装い、当該補助金を交付させた事実が判明した

ことから、元自治会長に対し不法行為による損害賠償請求権に基づく損害賠償金お

よび遅延損害金の請求を行いましたが支払いはなく、令和３年７月５日に津簡易裁

判所へ支払督促を申し立てたところ、相手方から異議の申し立てがあったため、支

払督促申立時から訴えの提起があったものとみなされ、通常訴訟の手続きに移行し

ました。このことは、同年７月２０日に専決処分をし、同年８月２７日の第３回津

市議会定例会において報告しました。 

【補助金の返還（賠償）請求額および遅延損害金の内訳】 

 
※商業振興事業補助金の遅延損害金は令和３年９月１日時点の算出額 
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② 業務委託の損害賠償請求について 

相生町自治会への委託については、２案件でいずれも不法行為が確認されたため、

元自治会長の履行等により本市の支出を免れた費用を損益相殺した上で、元自治会

長に対し損害賠償請求を行いました。 

資源物持ち去り行為防止パトロール業務および相生町公園清掃及び管理業務に 

ついて、損害賠償金30,187,387円に遅延損害金4,882,654円（令和３年９月１日時

点の算出額）を加えた35,070,041円を損害賠償請求の対象としました。 

資源物持ち去り行為防止パトロール業務は、元自治会長がその立場を利用して同

自治会の活動であるかのように偽装しながら、元自治会長個人が受託し実施してい

た事実等が判明したことから、不法行為による損害賠償請求権に基づく損害賠償金

および遅延損害金の請求を行いました。 

相生町公園清掃及び管理業務は、委託業務のうち、除草に関する業務を発注者で

ある市の職員に行わせるなど、同自治会が受託業務を実施していなかった事実等が

判明したことから、不法行為による損害賠償請求権に基づく損害賠償金および遅延

損害金の請求を行いました。 

いずれの損害賠償請求に対しても相手側からの支払いはなく、令和３年７月２日

に津簡易裁判所へ支払督促を申し立てたところ、相手方から異議の申し立てがあっ

たため、支払督促申立時から訴えの提起があったものとみなされ、通常訴訟の手続

きに移行しました。このことは、同年７月２０日に専決処分をし、同年８月２７日

の第３回津市議会定例会において報告しました。 

 

【業務委託の損害賠償請求額および遅延損害金の内訳】 

 
※遅延損害金は令和３年９月１日時点の算出額 

 

 

③ 職員の処分について 

公正公平な処分を行うため、津市自治会問題について「問題となる行為、行き過ぎ

た行為」があったとされる職員から顛末書（弁明も記入）の提出を求め、事実確認を

行っています。 

稗田副市長を会長とした「津市職員処分審査委員会」において審査の上、令和３年

１０月中に処分および公表を行う予定です。 
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（２）「再発防止等に向けた体制強化」に関すること 

④ （仮称）津市行政の公正公平の確保に関する条例の制定について 

外部からの有形無形の圧力に対し、二度とこのような不適切な行為等が起こらな

いよう、市行政・職員の責務や要望の記録等の基本的施策、不当要求行為等に対す

る組織体制の保持を明確化し、透明性の高い公正公平な市政運営の確保を実現する

目的で、「（仮称）津市行政の公正公平の確保に関する条例」を制定します。 

令和３年８月１０日、津市議会全員協議会で条例案をお示しし、同年８月１１日

から９月１０日まで条例案に対するパブリックコメントを実施しました。ご意見等

を踏まえて必要な修正を加え、令和３年第４回津市議会定例会に条例案を提出する

予定です。 

 

 

⑤ 補助金審査・交付手続きの見直しについて 

申請時に提出された見積書と異なる安価な製品が設置されていたり、見積書どお

りに修繕等が行われていないにもかかわらず、必要書類が整っていることをもって

補助金額を決定し交付するなど、申請内容の審査から補助金交付に至る流れの中で、

チェック体制の不備や公益上の必要性についての確認が不十分だったことなどが補

助金詐取事案を招く要因となりました。 

今後、公正公平な補助金の執行を行うにあたり、市単独の補助事業において、事務

手続きにおける確認体制の強化、執行手続きに係る責任の明確化、施設改修等の審

査に係る技術的支援体制の構築、職員の意識改革等に取り組みます。 

令和３年度は、「確認する項目や必要な視点」を示したチェックシートの作成と補

助金事務見直しに係る必要な研修を実施します。令和４年度から、各部に補助金の

「審査担当（担当主幹級）」を置き、さらにチェック体制を強化します。 

また、施設改修等に関する補助金については、財産管理課に配置する「技術支援チ

ーム」（⑥建築施設等の少額修繕の見直しについての【見直しに向けた取組】に記載）

が、相談・助言を行う体制を構築します。 

 

 

 

 

 

【見直しに向けた取組】 
○補助金の交付決定（変更含む）・交付確定のそれぞれの段階で確認すべき項目を記した

チェックシートの作成 

○交付事務に係る補助金所管課の決裁ライン上での主務者・確認者等、責任の明確化 

○補助金所管課とは別の視点から関係書類等を確認する「審査担当」を通常の決裁ライ

ン以外の者から指名 

○補助金の適正な交付に係る意識改革および今回の事務見直しに向けた研修の実施 
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⑥ 建築施設等の少額修繕の見直しについて 

参考見積書徴取の段階で見積り業者に修繕を依頼し、当該業者が他の２者から見

積書を徴求する、いわゆる「不適切な相見積り」が常態化し、修繕完了後に、請書、

完成写真、請求書の一式を提出させ、修繕執行伺い、見積依頼書、契約締結伺い等の

契約に必要な事務処理について日付を操作するなど不適切な事務処理が行われてい

ました。さらには、早期に修繕を完了させるため、契約事務を簡素化できる５０万

円以下の修繕（少額修繕）として不適切な事務処理を行い、実際には一体の修繕と

して実施されたにもかかわらず、別々の少額修繕として意図的な分割発注が行われ

ていたことが明らかになりました。 

これらの意図的な分割発注を含めた不適切な事務処理については、市定期監査の

指摘を受けた担当課で既に是正が図られ、さらに公共土木施設の少額修繕について

は、令和３年４月から「単価契約方式」の導入や検査課による履行確認の実施など

により、改善が図られています。 

今回、建築施設等の少額修繕においても、全庁的な再発防止策として、チェック体

制を整備するとともに、見積依頼に必要な仕様書の作成や修繕完了後の履行確認を

支援する体制を構築することで、現地や地域の事情を最も把握する施設所管課の責

任において、適正に対応できる体制の構築に取り組みます。 

 

 

 

 

 

仕様書及び予定価格積算のポイントや建築施設等少額修繕検査マニュアル、建築

施設等少額修繕業者選定指針の策定後、速やかに全庁に周知・徹底を図るとともに、

研修の機会を通じて継続的な周知・徹底に努めます。 

「技術支援チーム」は、令和４年度から財産管理課にその機能を配置し、体制を強

化します。 

 

 

 

 

 

 

 

【見直しに向けた取組】 

○意図的な分割発注や不適切な相見積りを行うことがないよう、修繕執行伺い、見積依

頼書、契約締結伺い、完了報告書類の受理の各段階で、文書による決裁を徹底 

○各施設所管課における少額修繕の発注状況を毎月、調達契約課に報告することを義務

付け、受注業者の偏在や随意契約の運用状況をチェック 

○修繕内容を明確にするため、参考見積書の徴取、仕様書の作成、予定価格の積算におけ

る留意事項を全庁的に周知・徹底 

○施設所管課による仕様書の作成や履行確認について、全庁横断的に技師に相談できる

体制を構築するための「技術支援チーム」を設置 

○業者選定の透明性を確保するため、見積依頼業者の選定理由を明確化し、文書による

決裁を徹底 

○修繕の履行確認のための検査マニュアルの策定 
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⑦ 公園管理委託の見直しについて 

公園管理委託については、利用者の実情を踏まえた適切な管理水準の確保のため、

公益性の高い自治会を主として老人会や子ども会などの地域団体と委託契約を行っ

てきました。従来、委託業務の仕様について詳細な取り決めや履行確認を行わず実

施してきましたが、今回、自治会が受託した業務を職員に行わせるなどの問題が発

生しました。 

見直しにあたっては、公園の適正管理と合わせて、当該業務委託は地域コミュニ

ティの進展や地元公園施設への愛着・愛護の気持ちの高揚を図ることも重要な要素

であることを考慮しながら、最低限必要な範囲での履行確認等の検討を行います。 

令和３年度は、職員による現地での履行確認等で対応し、令和４年度の委託契約

から業務委託の内容や履行確認方法を変更します。 

 

 

⑧ 工事業者の地元調整のルール化について 

津市自治会問題では、元自治会長があたかも公共工事の着工同意権を持つかのよ

うに行動し、工事が遅延、中止となる事態が発生しました。また、様々な不当要求が

市職員を介して受注者に伝えられるという不適切な対応がありました。 

所要の手続きを進め、令和３年１０月下旬の工事発注分から適用し、併せて周知

及び職員研修を並行して行います。 

 

 

⑨ 地域住民の期待に応え、地域社会に貢献するための施設における職員の業務のあ

り方の見直しについて 

津市自治会問題では、職員に問題となる行為、行き過ぎた行為があり、特に隣保館

である中央市民館においては、過剰なサービス（自治体が提供する市民サービスの

範囲を超えた活動）が常態化していました。 

【見直しに向けた取組】 

○業務実施時期や業務報告の内容を明記した仕様書への見直し 

○写真の提出などによる履行確認の徹底 

 

【見直しに向けた取組】 

〇発注者（津市）・受注者（工事業者）の責務や地元調整の進め方をルール化し、不当要求

行為等の対応も含めて特記仕様書に追加 

○不当要求行為等への対処として、発注者・受注者の責によらない問題で契約を合意解除、

工事を中止した場合は、受注者への指名停止のペナルティがないことを明確化し徹底 

○地元の協力が得られず解決の見込みがない場合は、その地域の公共工事の発注を原則行

わない（但し、緊急修繕工事等を除く） 
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地域に密接した機能を有する施設の公正公平な職務遂行のため、隣保館や児童館、

教育集会所において、本来行うべき業務をあらためて見つめ直し、そこで勤務する

職員の業務のあり方を見直します。 

それぞれの施設で対応できない相談や要望は、速やかに本庁の担当部署等につな

ぐことで、特例を排除した適正な業務水準となるよう、直ちに取組を進めます。 

生活相談や人権課題の解決等に対応する本来の業務に立ち返り、令和４年度から

の各施設の人員配置と業務を推進・管理する本庁の課室体制を見直します。 

 

※以上の取組の中で、令和４年度からの組織体制の改正に関するものについては、取りま

とめの上、令和３年１１月の市議会協議会の場でご協議いただく予定です。 

 

【見直しに向けた取組】 

○施設の設置目的に合致しない業務および過剰なサービスの廃止 

○本来の業務に合致した職員配置の見直し 
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津市自治会問題対策推進会議の設置について 

 

１ 名称 

  津市自治会問題対策推進会議 

２ 目的 

市長のリーダーシップの下、横断的な連携を図りながら、自治会問題にお

ける課題解決及び再発防止等に向けた体制強化を迅速かつ的確に進めるため

に設置する。 

３ 所掌事項 

⑴ 自治会問題における課題解決に関すること 

⑵ 再発防止等に向けた体制強化に関すること 

４ 構成員 

⑴ 津市自治会問題対策推進会議の構成員は、市長、副市長のほか、別表に

掲げる職員をもって充てる。 

⑵ オブザーバーとして、法務室長が法的な整理を行う（顧問弁護士との調

整を含む）。 

５ 設置期間 

 決裁の日から所掌事項が完了する日まで 

６ 庶務 

  会議運営に関する庶務は、政策財務部秘書課が行うこととする。 

７ その他 

 ⑴ 会議は、必要に応じて市長が招集し、所掌事項ごとに開催することがで

きるものとする。 

 ⑵ 市長は、構成員以外の職員を会議に出席させることができる。 

 ⑶ 上記に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は別に定める。 

 



別 表 
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津市自治会問題対策推進会議 

所掌事項（分類） 班長 関係部長 関係各課 

課題解決 

（事後処理） 

補助金の返還請求 税務・財産管理担当理事 

環境部長 環境事業課 

地域連携担当理事 地域連携課 

市民部長 市民交流課 

商工観光部長 商業振興労政課 

業務委託の損害賠償の検討 環境部長 
環境部長 

環境政策課 

環境事業課 

建設部長 北工事事務所 

職員の処分 総務部長 総務部長 
人事課 

処分対象各課 

体制強化 

(仮称)津市行政の公正公平

の確保に関する条例の制定 

＊不当要求防止対策、職員倫理の

確立など 

稗田副市長 

➡内部統制室長 

稗田副市長 

➡内部統制室長 
内部統制室 

補助金審査・交付手続きの

見直し 
政策財務部長 

政策財務部長 財政課 

地域連携担当理事 地域連携課 

環境部長 環境事業課 

市民部長 市民交流課 

商工観光部長 商業振興労政課 

少額修繕の事務・履行確認

の見直し 

（公共土木施設の単価契約以外） 

総務部長 

総務部長 調達契約課 

建設部長 営繕課 

検査担当理事 検査課 

税務・財産管理担当理事 財産管理課 

公園管理委託の見直し 建設部長 建設部長 南北工事事務所 

工事業者の地元調整の 

ルール化 
検査担当理事 

検査担当理事 検査課 

建設部長 南北工事事務所 

上下水道事業局長 
水道工務課 

下水道工務課 

総務部長 調達契約課 

地域住民の期待に応え地域

社会に貢献するための施設

における職員の業務のあり

方の見直し 

人権担当理事 

人権担当理事 地域調整室 

地域連携担当理事 地域連携課 

建設部長 南北工事事務所 

こども政策担当理事 こども支援課 

学校教育・人権教育担当理事 人権教育課 

※その他、津市自治会問題対策推進に必要な事項が生じた場合は、関係部長が取りまとめる 

※オブザーバーとして、法務室長が法的な整理を行う（顧問弁護士との調整を含む） 
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